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ナノテク・新素材は、ファインセラミクスなどのように自動車の部品を形成する素材

から派生したものであるが、応用範囲が広く将来を嘱望される分野である。

航空・
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(２) 中長期のシナリオ － 世界の成長力を取り込む新たな成長モデル

【現状認識：世界経済は力強い成長力を持っている】

内需だけでは経済成長 の成長
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・ 新しい需要を発掘する努力

・ 積極的な研究開発、設備投資

(３) 二つのシナリオの統合

短中期的に行われる人為的
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４．中部経済の目標像に至るシナリオ － 中部地域の産業構造改善

中部地域の産業構造を改善するための布石の打ち方であるシナリオを提示する。シナリオ

をスタートさせる将棋倒しの最初の駒は育成を図るべき産業の優先順位付けの合意である。

【現状認識：自動車産業に牽引された産業構造となっ
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さらに、輸出の拡大を図る。中国、ASEAN等の近隣の新興国やインドを中心に、国
内市場で鍛えられた商品を積極的に輸出する。その際、企業規模の大小を問わず海外へ

の進出に取り組む。 

＜政府、自治体等に求められる政策＞

・ 中部地域の産業構造の改善について意思を一致させ、構想を推進する「中心体制」

を産学官の連携によって形成

・ 多様な異業種交流の機会の整備

・ 中小企業の輸出等の貿易実務に関するアドバイス窓口の充実

＜企業に求められる努力＞

・ 内部からの自己改革、自己の事業領域の再検討

・ 社内における起業家精神の育成




